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金星が約225日、地球は約365日かけて太陽

を一周しています。そして、右の図のように、金星

が地球と太陽を結ぶ直線上に来た時を内合、その

線の延長上に来た時を外合と言います。

内合や外合の時は、金星が朝、東から出て、日中の

明るい空を通っていくので、ふつうの目では見えませ

ん。しかし、金星2のように地球と太陽を結ぶ線の

右側にいる場合は、観察者が地球の自転によって夜明

け前のP点まで来ると見えます。これが明けの明星

で、さらに地球が自転して、観察者がQ点までくる

と金星より遅れて太陽が昇ってきます。

一方、金星4のように、地球と太陽を結ぶ線の左側

にいる場合は、観察者が地球の自転によって、 Rの

点まで来ると太陽が沈みますが金星は観察者がS点

に来るまでしばらく沈みません。これが宵の明星です。

次に、例えば宵の明星が何日間続くかというと、図の金星3が外合の位置を過ぎたころから、金星1

の位置にもどる日までの約112日(225日の半分)かというと、そうではありません。それは、金星が移動

している間に地球も移動を続けているからで、図の別のところで金星が再び内合の位置に来るまで

の約290日間(約9か月半)続きます。そして、その後、明けの明星になって同じ日数くらい続きます。

☆秋の夜空と3大惑星 二9月11日、 18c皿望遠鏡で観測=

1 0月は宵の南の空がとてもにぎやかです。夕日が沈んでまも

なく南西の空には「金星」が。その後空がまっ晴になるころ、ま

南には「木星」 (左側の明るい星)と「土星」 (右側の少し暗めの

星)が、並んで見えます。

今回は、その3大惑星を口径18c皿の天体望遠鏡で撮影した写

真で紹介します。月のように満ち欠けする金星。環がとても美し

く一番人気の土星。惑星のなかで最大(直径が地球の13倍)で

ガリレオが発見したという4大衛星と、しまもようが見える木星。

望遠鏡を使って自分の目で見た時、その神秘的な美しさに息をの

むことでしょう。星の観察会などで見られるといいですね。

†イオ 〔ェウロバ e ←地球の大きさ

〔金星 みちかけは数ヶ月かけてゆっく

り変化していきます

〔土星 氷の粒でできた環は厚さが数

mから数百mしかあ、りません

←木星と2つのガリレオ衛星 木星表面にはしまも

ようがいっぱい。イオは動きが速いので1

時間もあれば動いているのが分かります


